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2021年 No.217
発行機園本共麗党欝羅議議会議量画
住所 :〒659-8501 芦屋市精道町7番6号

電言舌:079738-2047(FAX兼 )Eメール :a」 Cpl@helen.ocn.neJp

安心と希望への道を
コロナ禍という苦難の中での新年ですが、いかが

お迎えになられたでしょうか。コロナ対策の無為無

策、学術会議問題や医療費負担増など、菅政権の

下で市民の不安は増すばかりです。この間に共闘と

実績を積み上げてきた野党連合による新しい政権

で平和と地方自治、命とくらしを守る政治を実現す

るため、私たちもみなさんと力を合わせて地域から

声を広げていきたいと思います。苦難を乗 り越え、

安心と希望への道をごいっしょに切り拓きましょう。

2021年 1月   日本共産党芦屋市議会議員団

くなる可能性があります。
|■ すでに使つてしまつた国庫補助金等の返還
‐■JR芦屋駅の改修工事に充てる予定の国庫補助金相当や与える損害の補償
||すでに土地を市に売却して引つ越してしまつた方への賠償

また、道路を拡げる「街路事業」にしても、市単独で行うとすれば、約86億円と試算さねていま
す。必ずしも街路事業が安くなるとは言えず、むしろ税金のムダづかいになる段階に来ています。

その2・鼈 鶉 ρ蘊覇費騨i鱗鞭く
この場所では、横断歩道以外の場所を渡る「乱横断」が毎日発生しています。歩車分離に

よる課題解決は歩行者の安全確保に有効です。これは道路拡幅だけでは解決できません。
※実際に歩行者の交通事故は、国土交通省の調査によると、横断中が73%、 その内訳は横断歩道で22%、 横断歩道以
外の場所で51%であると示されました。

その3彗閻巡膨蜀酪了祗礼蜃冬貪卍燿靱鸞膵贔錮織檜

cの事業|よ 国、県、民同T未、倒よりも地権者との関係かあります。行政と地権者は平成10
年から話し合しヽを続けています。積み重ねてきた議論や、信頼関係を「無」にしてしまったので
は、別の事業手法の再検討は考えられません。

何より、再開発事業を前提とする事業費縮減は、全ての会派。議員が求めて
きた事です。34億円の縮減案を検討させておきながら、このタイミングで議
会が事業手法を覆すにことに道理はありません。

12月 18日  本会議で予算の「修正案」可決、原案否決となり、市長から即日
「再議」が求められました。再議(※ 1)では、修正案は否決されましたが、原案(※ 2)

も否決されました。昨年3月 と同様に、事業は宙に浮いた状態です。
市は、人件費などの予算を専決処分(※ 3)して再開発事業をつないでいくとしています。

霧爾勢響纂蒜調檬胃薔盤緩諸:こ対する響担舞瀕撃事の爾議蔓              ○=賛成、×=反対

維新の会
(2)

無所属
山口みさえ

ＡＹ

，

Ｅ

ＩＩ

↓

Ｂ

卜

∈

Ｉ

Ｓ

＜

Ａ

修正案 × × × ○ ○ ○ ○

市の原案 ○ ○ ○ ○ × × × ×

※1この場合、(修正案が通るためには)出席議員の 3分の2以上の賛成が必要 (地方自治法 176条 )。

※2当局が当初に議会へ提出していた予算案。改めて、過半数の賛成が必要。
※3諸事情から市長が議会の議決の前に処理すること。その後、議会の承認を求める。(地方自治法 1フ 9条 )。
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再開発はまた自紙に?
鰺鰺饉嶼躙などヵヽ燎瞼鱚隧隋卜眩慇腋鰤晰饉礫

餞諫儡隆hなど‡譲閂鼈 JR芦屋駅南地区再開発事業は、

昨年の予算議会で事業予算が自

民。公明などにより否決されて以

降、行政内部で見直し案の検討が

されてきましたが、11月 26日  同事

業調査特別委員会に、市当局から

事業費を約 34億円 叢縮減 した
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12月 議会には市当局がこの縮減案を前提とした予算案7.7億 円

を提出しました。しかし、突然寺前議員 (無所属 )、 川上議員 (自民 )

が予算に対し「修正案」を提出。中身は、都市計画決定を一旦白紙

にして、道路の拡幅を行う「街路事業」を軸に再検討せよというも

のでした。

日本共産党は、このタイミングでの事業手法の変更は実現

性が乏 しく、今後この駅南地区で、交通課題解決の事業が行

えない可能性があると考え反対しました(賛成多数で可決)。

第7回定例市議会では、市長から9件の議案が出され、日本共産党はいずれの議案にも賛成しました。その内、
一般会計補正予算と再開発事業会計予算については再開発事業費カットの修正案が可決されたため、市長が再
議にかけた結果、修正議決は否決されましたが、原案も否決される事態となりました (下記に詳ね 。

一般質問には日本共産党の3名 (二面に掲動 を含む17名が登壇しました。

その 1

再 開 芦屋市が負担しなければならな

`

(*)●公的責任を後退させる新自由主義の「自助・共助 公

助」論からの脱却●新型コロナ対策の充実など貧困と格差

の拡大から市民生活を守る「防波堤」の役割強化●公共事業
での財政支出が市民生活に影響を及ぼさない対策等々。

この間日本共産党が要求して実現した中学校の

給食は、精道中学校が 1月 21日 からスタートし、3
中学校すべてで実施されます。

またLGBTなど性的マイノリティのカップルをパート

ナーと認めるパートナーシップ制度が導入 (これ

までに1組のカップルが申請)、 また外 国語版 の母

子 手 帳の交付 も実現。打 出交差点 のエレベー

ターー言隻i董は基本設計の段階まで進められています。

市民が主役のまちづくりが進められるようにこれ

からも市民の皆さんの声がしつかりと各施策に反映

されるよう取り組んでいきます。

引き続き、こ意見こ要望はお気軽にお寄せください。

ヾ 2021年も  鯵
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芦屋市精道町7-6市議会内 0797-38-2047(直 通。FAX同)Eメール:a―」cp@helen.ocn.ne」 p 蠅

日本共産党芦震市議団ニュ■ス 2021年・冬号 No.217

冬 号

瞼蜻舅罐黎睫膨輻
鰈骰鰈黎躙警卜晰蝙

・■ペデストリアンデッキの規模を見直し………5.6億円瞑減

・1公益施設の規模を見直し…………… 10.3億円辣減
■■地下駐輪場の台数を見直し………… …6.3億円%減
|1再開発ビルの仕様を一部見直し …………1.2億円な減

■敷地周辺の無電柱化を取りやめ・ ………3.7億円蝋減

■用地の補償費を再算定…… ……… ……7.8億円%減

会派名
(人数)

共産党
(3)

あしや
しみんのこえ

(3)

自民党
(5)

公明党
(3)

無所属
寺前尊文

×

昨年 10月 、市長に2021年度予算編成に対す

る要求書を提出しました。

新型コロナ感染関連ついては昨年 8月 に緊急

要望を提出しています。2021年 度の予算要求

は、予算編成と市政運営における基本点につい

て特に6つの重 点 要求 (*)を 入社 所管こと

に計 182項目におよぶ詳細な要望を入れた
ものになつています。

2021年度要求書がお入り用の方は当市議団ま

でこ連絡ください。
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攀 倉 艤 麟 甕 爾 (主 なもの)
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颯鳳隧

コロナ禍であらためて社会のあり様、政治の

あり方が問われています。これまで市場万能、

規制緩和、効率優先、社会保障削減の「新自

由主義」の下で「自己責任」が強調されてき

たことに国内外で問い直しがされているなか、

菅首相のように「自助・共助」を強調するのは、

「公助」に対する政治の責任放棄です。市政

に持ち込むべきではないと市長に迫りました。

市長は、「住民の福祉の増進」が行政の役割で、

中でも経済的 。社会的に支援が必要な人に…

と答えましたが、「それぞれに連携、補完しあ

うもの」(副市長答弁)との認識も示しました。

他に自衛隊に18歳、22歳の市民の名簿を

「適格者」として提供するのはやめるよう求め

ました。

芦屋市は、市の職員が直接業務を行うので

はなく指定管理者制度やPFI事業、包括的民

間委託などの制度や手法を導入し「公務の外

注化」を進めています。メリット・デメリット

を質すとともに、これ以上外注化を進めること

は、本市が直接担うべき公的責任を放棄する

ことにつながることからやめるべきと求めまし

た。「公共施設等総合管理計画」では、春日

集会所と打出教育文化センターとの統廃合が

示されています。地元のコミュニティや防災の

拠点として重要な場所である公共施設の統廃

合は、地元の市民との合意なく行ってはいけま

せん。春日集会所については、地元自治会か

らも反対の声が上がっています。

統廃合計画は自紙撤回し存続を求めました。

R3年設計、R4年工事、R5年供用

開始というスケジュールで示された春

日集会所と打出教育文化センターとの統廃

合は、地元市民から「寝耳に水」と反対

の声が広がっています。市 |よ丁寧に説明を

すると言いますが、計画ありきで、「市民

が主役のまちづくり」がおこなわれていま

せん。地元の様々な拠点である集会所は

存続させるべきです。

業所などの範囲にとどめるのでなく、生存権等

憲法で規定された人権を行政がどう保障してい

くのか明確になつているか、主権者の視点で確

認しましょう。

■|すこやねヽ晨薄プ静ン認卜・ヽ介護保険を中心にした

高齢者福祉の計画です。施設整備は十分か、家

族の負担増になっていないか、保険料や利用料

は適切なものになっているか、見ておきましょう。

‐磯 育振興基な話画・・・子どもたちの学習権や意見

表明権など「子どもの権利条約」 |よ反映されて

いるか、個人の尊厳・多様性に反する画一的な

人間像を求めていないか、チェックしましょう。

舞この他にも、文イな推進基本計画、障がしヽ磯 (蠅 )

福祉灘
‐
繭、綺饉続賣新計饉、様翁轟本計置、パ

リアフリ…基本構想 (3鐵薄置戦麗運 )に ついて

意見募集がされています。

感染拡大の第3波が来ている事をふまえ、困難

な立場におかれている市民に向けた支援策や、今

ある制度を使いやすくすることを質問・要望しました。

具体的には、家計が急変した家庭に向けて「就

学援助」のお知らせをもう一度できないかといっ

た事や、祉協が窓口となる「生活福祉資金特例

貸付」の申し込み期限が3月 末まで延長されたこ

とを周知してほしいと要望しました。

何より、生活保護は国民の権利であり、ため

らわずに使えるよう市民に寄り添つた対応を求め

ました。当局からも、必要性を感じている旨の答

弁を引き出すことができました。

その他に「中小企業 。小規模事業者への支援

について」は、ポイント還元事業の結果を踏まえ

て質問しました。

削鶉
雉  ∫

隆圏惧
ポイント還元事業は、 1億円の予算

がありながら、執行 (還元)できたの

市は「自助・共助・公助」につい

て菅首相とは異なる認識を示しまし

たが、明確に抜け出す姿勢は示しませんで

した。社会に「自己責任」論がなおも残る

中で、それを地域から正していく契機にな

は4千万円でした。キャンペーン期間が 1か

月間と短かったことや、告知不足という問題

もありますが、何より高齢者等を含む市民に

間が残りました。改めて、給付等の直接的な

支援策が求められていると感じました。

えん罪の無実晴らす

この間に警察や検察による不当な捜査・

取り調べによって多くのえん罪事件が生ま

れ、近年になってようやく再審無罪になる事

件が相次いでいます。しかし、そこまでの道

のりは法の不備などによって困難を極め、裁

判所が再審を認めても検察の「異議申し立

て」が出されるなど再審の扉は「開かずの

扉」とも言われています。

えん罪事件にとりくんでいる「日本国民救

援会」の西宮芦屋支部から再審法改正の

請願が提出されましたが、賛成少数で否

決 (反対は自民、公明、BEASHIYA、 他)さ

れました。反対の議員から、再審を否定する

検察の「異議中し立ての禁止」に疑間がださ

れましたが、検察は再審の審理で自らの主

張ができることから、異議申し立てを禁止す

るのが世界の流れです。

市政の基本となる総合計画をはじめ市の様々な計画について市民意見公募が1月 2ユ lヨ まで行な

われています。みなさんの意見をぜひ各種計画に反映させるためにご意見を応募して下さい。

(*計画の「第○次」等を省略しています。各計画案は市のホームページに掲載されていますが、市役所などでも入手できます。)

市広報12月号をご覧いただくか、市民参画課 (38… 2007)
もしくは当市議団まで

閲覧とは異なり市の意思で本人の知らない

間に提供するプライバシーの侵害です。

圏総合計画…芦屋市政全般について今後 10年間

の基本 となる計画です。住民の命とくらしを守

るという自治体の本来の役割 =「住民の福祉の

増進」 (地 方自治法第 2条 )が しっかりと中心に

おかれているか、公的責任の後退はないか等市

民の目でチェックしましょう。

■動で意財政敵輩基本謝爾…効率優先で市民に自己

責任をおしつける「自助・共助・公助」の考えを

背景に、公務員 (市 職員 )を 減らし「公助」を後

退させることになっていないか確認しましょう。

■公共施設の最適イれ構想…公共施設の統廃合な

ど、市民が育んできた地域の活力を財政を回実

に「スクラップ」することになつていないか、市

民生活にしわ寄せはないか、見ておきましょう。

■人権数書・人権啓発‡こ関すゐ総合推進鐘針…

ジェンダーをはじめとした差別問題等で市の役

割はどうなつているか、人権を市民間や民間事
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2021年 1月18日 (月) は鱗議壕謳l

濱本由弁護士(あ いおい法律事務所)と市会議員が

ご相談をお受けします。当日の受付は19時までです。

12月 議会 (第 7回定例市議会 )報告

の「市政報告会」は、新型コロナウイ

ルス感染拡大の状況を考慮し、今回|よ開催しな

いこととしました。こ了承下さい。
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午後6時～ 芦屋市民センター208室

2021年 ,冬号 No217 日本共産党芦屋市1議団二尋■ス

「絋蝙瘍鞣油亀』
「悽癸鑽彰蜀褥蛉蝙』
ま匙̀拶 蠅ヽ啜∬

ひろせ久美子
|■
‐22(7279)

できれば事前|こご予約ください

麟購ナ蘊鯰颯務は

や枚鼈薇薇な?

川島あゆみ
||■ 070(5037)9134
■■

‐‐kawashima.ayumi.san.1
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パブコメ実施中′

なんでも
相談会


